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4月
2019年

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

PCSHSCR保護者説明会6 土

7 日

入学式
始業式8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

SULE_MTG15 月

　　　　 PCSHSCR16 火

17 水

18 木

19 金

探究授業
第1回志向調査20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

10
0

火

5月
2019年

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

SULE_MTG13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

　　　　　  中間考査
運営指導委員会21 火

22 水

23 木

24 金

探究授業
宇宙人文学講義25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

6月
2019年

1 土

2 日

3 月

4 火

PCSHSCR事前学習5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

SULE_MTG10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

PCSHSCR事前学習19 水

20 木

21 金

探究授業
宇宙人文学講義22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

10
0

日

7月
2019年

SULE_MTG1 月

2 火

　　　　　  期末考査3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

PCSHSCRテーマ相談会8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

探究授業
第3回授業実践研究会
宇宙人文学講義

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木

終業式19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

東北スタディー事前学習24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

　　　　　　　NICE29 月

30 火

31 水

8月
2019年

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

　  　   全国SSH
　  　   生徒研究発表会7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

SSHマスフェスタ24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

9月
2019年

1 日

始業式2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

日本植物学会大会＠東
北大学15 日

16 月

17 火

18 水

SULE_MTG19 木

   東北スタディーツアー20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

旭化成・日本経済新聞
社による特別授業27 金

探究授業
第4回授業実践研究会
宇宙人文学講義

28 土

29 日

30 月

10
0

月

PCSHSCRとの交流（タイ王国→日本）
4/16 〜 23

巻頭資料２ 令和元年度 SSH 事業年間予定表

全国SSH生徒研究発表会
8/7 〜 9

第 3回授業実践研究会
7/13



10月
2019年

1 火

SULE_MTG2 水

3 木

SULE_MTG4 金

探究授業(学校説明会)5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

　　　　　  中間考査23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

11月
2019年

1 金

2 土

第6回SWR＠戸山高校3 日

4 月

5 火

  特別授業「ファイト
　レメディエーション」6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

SULE_MTG18 月

特別授業「動物の行動
の神経メカニズム」19 火

20 水

21 木

22 金

公開教育研究大会
　 山形大学特別講義実験
　 及び石巻ボランティア

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

探究授業
宇宙人文学講義30 土

10
0

土

12月
2019年

1 日

2 月

3 火

第2回志向調査4 水

5 木

PCSHSCR発表指導6 金

7 土

8 日

9 月

　　　　　  期末考査
運営指導委員会10 火

11 水

12 木

PCSHSCR保護者説明会
宇宙人文学講義13 金

マスフォーラム14 土

15 日

16 月

17 火

PCSHSCR発表指導18 水

19 木

20 金

三菱財団サイエンスア
カデミー21 土

東京都SSH生徒研究発表
会@工学院大学22 日

23 月

24 火

終業式
PCSHSCR
発表英語教員の指導

25 水

26 木

PCSHSCR発表
大学院生や理系教員の指導27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

1月
2020年

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

PCSHSCR
ポスター最終作成・指導9 木

始業式10 金

11 土

12 日

13 月

　　　　 PCSHSCR
SULE_MTG14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

Bioフォーラム19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

探究授業
宇宙人文学講義25 土

26 日

リケジョトークイベント27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

2月
2020年

SSH/SGH/WWL＠東京学芸大学
宇宙人文学講義
特別授業 飛び出せ工学君!

1 土

TSS2020＠戸山高校2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

  宇宙ユニットシンポジウム
  (宇宙人文学)＠京都大学7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

東京工業大学研究室訪問14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

10
1

月

10
2

火

3月
2020年

1 日

卒業式2 月

SULE_MTG3 火

4 水

5 木

6 金

化学工学会＠中央大学7 土

8 日

9 月

　　　　　  期末考査10 火

11 水

12 木

13 金

日本動物学会関東＠慶應
大学14 土

15 日

探究授業16 月

ysfFirst
特別授業「生物探究」17 火

18 水

19 木
かながわ探究フォーラム＠横浜国立大学
京都大学高大接続高校生の
ためのポスターセッション

20 金

CIEC＠東京工業大学21 土

関東近県SSH生徒研究
発表会＠工学院大学22 日

23 月

24 火

終業式25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

石巻ボランティア
11/23 〜 25

SSH/SGH/WWL生徒課題研究成果発表会
2/1

PCSHSCRとの交流（日本→タイ王国）
1/14 〜 21

■：SSH全体　■：探究活動　■：海外交流　■：特別授業
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門家による講演会・講義・実習・実験など，様々な形態で積極化に実施し，生徒の科学に対する興

味・関心を高め，探究活動や高大接続事業などと連動しながら，主体的に学ぶ生徒を育成した。

「In-café 活用」について，Explayground というプロジェクトを用いて，探究活動で外部の専門家を

繋げて欲しい生徒をマッチングする場として In-café を活用した。さらに，その主体性を評価する

手法として，「志向調査」を継続して実施し，「経年変化」と「SSH 生徒と一般生徒の比較（定義

：本文 4 章参照）」の 2 つの観点で分析した。 
 「現代的な課題」への取り組みとして，「高大接続」事業に関しては，主に東京学芸大学による

探究活動支援を実施し，今年度において，成果は少ないものの，今後につながる活動ができた。「理

系女子生徒の育成」事業に関しては，「リケジョトークセッション」を実施し，大変前向きな評価

を生徒から得ることができた。 
 
○実施上の課題と今後の取組 
 「1. 高度科学・技術社会の課題を発見する力」の育成について，「SSH 探究（1 年次）」では以

下の 3 点を挙げたい。「カリキュラム・マネジメントの軸として位置付けること」，「1 年次の探

究講座と 2 年次の探究活動の連続性をより良くしていくこと」，「1to1（1 人 1 台 PC）下で良い学

びを実現させること」である。「工学的発想の科目」開発では，高等学校の理科全般について，工

学的な発想の科目の授業開発・実践をすることが早急に望まれる。 
 「2. 科学的プロセスを踏んで問題解決する力」の育成について，「SSH 探究（2 年次）」では，

具体的には以下の 3 点を挙げたい。「倫理規定の策定」，「探究活動実践集の充実」，「探究活動

の質の向上と指導時間の確保の問題」である。同様に，「発展 SSH 探究（選択 3 年次）」では，

より多くの生徒が選択してくれるための働きかけと，多くの生徒が選択した際に対応しうる指導体

制づくりが急務である。 
 「3. グローバルに発信する意欲と語学力」の育成について，PCSHSCR 交流は，Science Fair を

基軸にしながら今後も発展させる必要がある。具体的には，タイ王国の生徒と本校の生徒がそれぞ

れの実験を共同で深化させることなどが考えられる。 
 「主体的・意欲的に取り組む姿勢・粘り強く取り組む姿勢」の育成について，「特別授業」は次

年度も引き続き，積極的に企画・実施していきたい。生徒が主体的に進めるための潤滑油の役割を

してくれているので，重視していきたい。「In-café 活用」については，Explayground 推進機構によ

るマッチング事業は，次年度は 4 月の探究活動開始当初から動き始め，少しでも多くの探究活動を

支援したい。「志向調査」については，来年度以降も継続して実施して生徒の変容を追うことで，

今後の SSH 事業や本校の教育活動に還元させていきたい。 
 「現代的な課題」への取り組みについて，「高大接続」事業の中でも，東京学芸大学との探究活

動支援に関しては以前に比べて，組織的な形で運営が実現し始めている。次年度以降の運営におい

ては，もう少し機能的になるよう支援したい。「理系女性生徒の育成」事業については，女性理系

のキャリア育成について，男子生徒も含めて考える機会を検討していきたい。 
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外の者が第三者の立場で話を聴き，“テーマ設定のしかた”

“探究活動での苦労話”“探究活動で学んだこと”“後輩へ

のメッセージ”などを取材し，まとめた。  
 この事例集は多くの人が探究活動を進める際の道標と

して活用できると考えた。2 年生にとっては，探究活動

をどのように進めたのか，ポスター作成はどのように行

うのかを参考にすることができる。1 年生にとっては，

探究活動とはどのようなものか，どのようにテーマを設

定するのかを参考にすることができる。また，来校者に

対しても本校の探究活動を紹介するために役立つものと

考えた。 
 
校内研修の工夫 

 2 年生の探究活動にて数量的な取り扱いには課題が見

られた。その原因の一つに，指導する教員の側が「統計処

理」に対して理解が低いことが挙げられた。そこで全教員

を対象として，「仮説検定の考え方 〜探究活動における

統計の利用の改善に向けて〜」という内容で，数学科の教

員が講師となって教員研修を実施した。 
 

⑵ 発展SSH探究（選択3年次） 

 昨年度より，3 年生を対象として，選択科目「発展 SSH
探究」を開講した。この授業の単位認定の条件は，①担当

教員の指導の下，30 時間以上の探究活動を行うこと（正

課の授業の時間割内の1時間に加え，放課後や土曜探究，

長期休業などの指導や作業の時間も含む），②外部での発

表会で成果を発表すること，または，科学賞に成果を応募

すること，の 2 点とした。 
 生徒の評価については，2 年時のルーブリックを継続的

に使用し，資質・能力の育成を評価した。 
 
 今年度は 7 名の生徒が選択し，そのうち 5 名の最終的

な探究テーマと最終的な成果報告の様子は以下の通りで

ある（「発展 SSH 探究」を履修した生徒全員の探究テー

マは巻末の❹関係資料を参照）。 
「皿状構造の形成過程に関する考察〜三浦半島三崎層に

見られる皿状構造の事例〜（地学・1 名・女子）」 
  日本学生科学賞東京都大会応募・優秀賞受賞 
「相模湾北岸の現生有孔虫の分布（地学・2 名・女子）」 
  日本学生科学賞東京都大会応募・奨励賞受賞 

「n 次元空間における三角形の五心（数学・1 名・男子）」 
   第 11 回マスフェスタ全国数学生徒研究発表会参加・

奨励賞受賞 
「納豆の粘質物質の測定（生物・1 名・女子）」 
  日本植物学会第83回大会高校生研究ポスター発表参加 
 
 なお，来年度は「発展 SSH 探究」を 7 名が選択予定で，

規模は今年度と同程度である。今後，履修者の規模を少し

ずつ拡大していくための体制づくりが課題と言える。 
 
2-4. 実施の効果とその評価 

⑴ SSH探究（2年次） 

 生徒を評価する際に用いる「探究活動ルーブリック」は，

以下のような手順で作成した。①研究部の SULE の教員

が探究活動ルーブリックの原案（表 2-2）を作成・提示す

る，②分野別に分かれたグループでの活動の実情に合わ

せて，加筆・修正し，グループごと探究活動ルーブリック

を作成・活用した（多くの理科系のグループでは表 2-2 を

加筆することなく使用した）。 
 また，評価にあたっては，1 年間の探究のプロセスを評

価することを重視した。毎月の探究活動後に，生徒はその

活動を振り返り，ルーブリックで自分の活動を自己評価

して『探究活動ノート』に記録した。そして，ノートを担

当教員に提出し，チェックを受けた。毎回の探究のプロセ

スを，生徒と担当教員の間で，できる限り可視化・共有す

るように工夫した。最終的な成果物（論文は必須，グルー

プによりポスターや作品などが加わる）だけでなく，最終

発表会（令和 2 年 3 月 16 日）の発表の様子なども含めて

評価を行った。 
上記のような流れで，生徒の変容について年間を通して

記録して評価を行った。昨年度と今年度の評価の推移を

図 2-2（a）と（b）に示した。探究活動を通して，生徒 
は少しずつ「高度科学・技術社会の課題を発見する力」・

「科学的プロセスを踏んで問題解決する力」をはじめ，

多くのコンピテンシーを獲得しているのが分かる。 
 
 また，今年度も外部での発表会参加を必須とし，積極

的に外部で開催された発表会を活用した。探究で得た成 
果を他者と共有することで，初めて「知」となるというこ

とを実感すること，他流試合にて多くのアドバイスと刺 
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